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2002年 4月に MICかながわは誕生
たんじょう

しました。 

設立
せつりつ

以前
い ぜ ん

、当時
と う じ

、直後
ちょくご

から MICかながわに関わって
か か     

いる方
かた

たちに、思い出
お も  で

や将来
しょうらい

への展望
てんぼう

を含め
ふく  

MIC

への思
おも

いをうかがいました。 
 

出席者
しゅっせきしゃ

 

●松野
ま つ の

勝
かつ

民
み

理事長
りじちょう

 

済生会
さいせいかい

神奈川県
かながわけん

病院
びょういん

医療
いりょう

ソーシャルワーカー（MSW）） 

●岩元
いわもと

陽子
よ う こ

副理事長
ふくりじちょう

・コーディネーター・英語
え い ご

通訳
つうやく

スタッフ 

●古山
ふるやま

季
き

玲
れい

コーディネーター・中国語
ちゅうごくご

通訳
つうやく

スタッフ 

 （台湾
たいわん

出身
しゅっしん

） 

●細野
ほ そ の

紀代子
き よ こ

コーディネーター・スペイン語
ご

通訳
つうやく

スタッフ 

●アンヘル バルガス事務局
じむきょく

スタッフ 

（ペルー出身
しゅっしん

） 

進行
しんこう

 

内藤
ないとう

まゆみ理事
り じ

・事務局
じむきょく

スタッフ・コーディネーター 

タイ語
  ご

通訳
つうやく

スタッフ 
  
 

■MIC が生
う

まれる前
まえ

 

松野
ま つ の

  1990年
ねん

頃
ころ

だったか、県
けん

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

のボランティアセンター（以下
い か

ボラセン）

にいた高橋元
たかはしもと

央
お 

さんから電話
で ん わ

がかかって

きたんですね。県内
けんない

の外国人
がいこくじん

支援
し え ん

をして

いる通訳
つうやく

さんやボランティア団体
だんたい

を呼
よ

ん

でシンポジウムを開
ひら

いたら、「もう絶対
ぜったい

病院
びょういん

には行きたく
い    

ない」「通訳
つうやく

は二度
に ど

と

やりたくない」「ストレスだ」という声
こえ

が

とても多
おお

かった。ボラセンが医療
いりょう

に特化
と っ か

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 した研修
けんしゅう

をやりたいので、手伝
て つ だ

ってもら 

 えない
   

かということでした。 
 

岩元
いわもと

  私
わたし

、たまたまそのシンポジウムの席
せき

に

いました。怒号
ど ご う

が飛び交って
と  か   

収 拾
しゅうしゅう

がつ

かない感
かん

じだったのを覚
おぼ

えています。で

も、他人
た に ん

のことなのに真剣
しんけん

に話し合
はな   あ

って

いるのがすごいと思
おも

ったんです。また、

民間
みんかん

が行政
ぎょうせい

に不満
ふ ま ん

をぶつけるという場
ば

をあえてつくったボラセンもスゴイと

思い
おも  

、感激
かんげき

しました。 
   

松野
ま つ の

  1990 年に厚生省
こうせいしょう

から在留
ざいりゅう

資格
し か く

のない

外国人
がいこくじん

には生活
せいかつ

保護
ほ ご

を適用
てきよう

しないという

口頭
こうとう

通達
つうたつ

があったのが、まさに僕
ぼく

が外国人
がいこくじん

医療
いりょう

に関わり始
かか   はじ

めたきっかけでした。

当時
と う じ

からうちの病院
びょういん

（済生会
さいせいかい

神奈川県
か な が わ け ん

病院
びょういん

）は在留
ざいりゅう

資格
し か く

のない患者
かんじゃ

さんを

診る
み  

ことが多
おお

かったのですが、その中
なか

で

生活
せいかつ

保護
ほ ご

を受けて
う   

いた人
ひと

をどうしたらい
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岩元
いわもと

さん 

松野
ま つ の

さん 
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いかと困った
こま    

のが最初
さいしょ

で、外国人
がいこくじん

医療
いりょう

に

はお金
  かね

の問題
もんだい

から入
はい

ったという感
かん

じでし

たね。保険
ほ け ん

がない。お金
  かね

がない。病気
びょうき

や

けがをしても病院
びょういん

に行けない
い    

。病院側
びょういんがわ

もお金
  かね

がないなら診
み

ないという診療
しんりょう

拒否
き ょ ひ

のような状 況
じょうきょう

も出
で

てきたんです。

それはおかしいと港町
みなとまち

診療所
しんりょうじょ

の早川
はやかわ

寛
ひろし

さんや沢田
さ わ だ

貴志
た か し

先生
せんせい

とも話
はな

して

厚生省
こうせいしょう

にも行
い

きました。でも、「オーバー

ステイの人
ひと

というのは、いるはずのない

人
ひと

ですよね」で終
お

わってしまいました。

入管法上
にゅうかんほうじょう

はそのとおりですが、現場
げ ん ば

の

ことはわかって
   

もらえませんでした。 

お金
かね

のこと以外
い が い

で外国人
がいこくじん

医療
いりょう

の問題
もんだい

に

直
ちょく

面した
めん    

のは、ある韓国人
かんこくじん

の患者
かんじゃ

さんの

ときでした。重 症
じゅうしょう

肺炎
はいえん

で両肺
りょうはい

が機能
き の う

し

ていない。 2週間前
しゅうかんまえ

に来た
き  

ばかりで

日本語
に ほ ん ご

は話せない
はな     

。保険
ほ け ん

もお金
  かね

もない。

当時
と う じ

の院長
いんちょう

がそれでも受け入れ
う  い  

許可
き ょ か

を

出
だ

してくれたのでホッとしたのですが、

担当医
たんとうい

から「ことばはどうする？」と言
い

わ

れてハッとしました。その時
とき

は通訳
つうやく

さん

がいっしょに来
き

てくれていたので、こと

ばのことは全然
ぜんぜん

気
き

にならなかったんです

よ。通訳
つうやく

さんがいなくなったらどうしよ

うということになり、救 急
きゅうきゅう

センターの

看護師
か ん ご し

に入 院 中
にゅういんちゅう

にこの患者
かんじゃ

さんが 訴
うった

えたいであろうこと、こちらが聞きたい
き    

ことを書
か

いてもらって、それを通訳
つうやく

さん

に訳して
やく    

書いて
か   

もらい、指さし
ゆび    

で対応
たいおう

し

ました。検査
け ん さ

結果
け っ か

を伝える
つた    

時
とき

は通訳
つうやく

さん

に来
き

てもらいました。その後
ご

、それぞれ

の患者
かんじゃ

さんに合
あ

わせた 10ヵ
か

国語
こ く ご

くらいの

ボードができました。指さし
ゆび    

の本
ほん

とか、

必要
ひつよう

なところを切り貼り
き  は  

して工夫
く ふ う

して

使
つか

っていましたね。 

  ボラセンの研修
けんしゅう

は、今
いま

の MIC の養成
ようせい

研修
けんしゅう

と同じ
おな  

で、座学
ざ が く

をやってシミュレー

ションをやるという形
かたち

で、たくさんの人
ひと

が集
あつ

まった
  

ので
  

びっくり
   

しました。2002

年に横浜
よこはま

でワールドカップが開催
かいさい

される

ことになり、17ヵ
か

国語
こ く ご

の通訳
つうやく

を用意
よ う い

しな

いと開催
かいさい

できないということで、横浜市
よこはまし

から研修
けんしゅう

を頼
たの

まれました。 
 

古山
ふるやま

  ボラセンの研修
けんしゅう

が終わった
お    

時
とき

、これは

研修
けんしゅう

だけで、何
なに

かするわけではないとい

われたんですよ。それからだいぶ経って
た   

から横浜市
よこはまし

のワールドカップの研修
けんしゅう

が

あって、研修
けんしゅう

を受ける
う   

方
ほう

としては混乱
こんらん

し

ていまし
   

た。 
 

松野
ま つ の

  外
がい

国籍
こくせき

県民
けんみん

かながわ会議
か い ぎ

が 2000 年 10

月に医療
いりょう

通訳
つうやく

を制度化
せ い ど か

してほしいという

提言
ていげん

を出して
だ   

、県
けん

が翌年
よくねん

4月検討
けんとう

委員会
いいんかい

を

立ち上げました
た  あ     

。そのときの県
けん

の担当
たんとう

が

西村
にしむら

明夫
あ き お

さんで、その委員会
いいんかい

に沢田
さ わ だ

先生
せんせい

と僕
ぼく

が入
はい

ったんですね。なかなか話
はなし

が

進まず
すす    

、とにかく派遣
は け ん

してみませんか、

そうしたら問題点
もんだいてん

も出
で

てくるでしょうと、

2002年 8月から 3ヵ月間
げつかん

モデル事業
じぎょう

を行
おこな

うことになりました。まず準備
じゅんび

でき

る言語
  げんご

と病院
びょういん

を考
かんが

えました。スペイン

語、ポルトガル語、中国語
ちゅうごくご

、韓国語
かんこくご

、タ

ガログ語。この言語
げ ん ご

には既
すで

に活動
かつどう

してい

て信頼
しんらい

できる人
ひと

がいたんですね。そして

需要
じゅよう

のある病院
びょういん

6病院
びょういん

。県
けん

の救 急
きゅうきゅう

補填
ほ て ん

システムの請求
せいきゅう

の多い
おお  

病院
びょういん

で、地域
ち い き

を

偏らせず
かたよ      

6病院
びょういん

が選
えら

ばれました。この

制度
せ い ど

を運営
うんえい

する団体
だんたい

をつくろうよという

ことで MICがつくられた
    

というわけです。 
 

■MIC誕生
たんじょう

 

岩元
いわもと

  放送
ほうそう

大学
だいがく

の卒論
そつろん

で神奈川県
か な が わ け ん

の外国人
がいこくじん

支援
し え ん

団体
だんたい

について書いたん
か    

ですね。当時
と う じ

はバブルでオーバーステイの問題
もんだい

もあり

ましたが、問題
もんだい

が起
お

こり始
はじ

めたときだっ

たので、まだ文献
ぶんけん

はなく、支援
し え ん

団体
だんたい

がた

くさん情報
じょうほう

を持
も

っていたという 状 況
じょうきょう

でした。そのために北村
きたむら

眞
ま

佐子
さ こ

さん（MIC

初代
しょだい

理事長
りじちょう

）にインタビューに行
い

って、

たまたま誘
さそ

われたのが県社協
けんしゃきょう

のボラセ

ンがやったシンポジウム。そしてその後
ご

MIC を立ち上げます
た  あ    

という会
かい

に参加
さ ん か

して、
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「事務所
じ む し ょ

必要
ひつよう

ですよね、専従
せんじゅう

が要
い

ります

よね、お金
かね

はどこから出
で

るんですか？」

と質問
しつもん

したら、早川
はやかわ

さんが「走りながら
はし       

考
かんが

えるんですよ。」と答えた
こた    

のが印象的
いんしょうてき

で
 

した
  

。 
  

松野
ま つ の

  とりあえず動
うご

き出
だ

し、3ヵ月の約束
やくそく

で始
はじ

めたモデル事業
じぎょう

だったんですが、やめ

られなく
    

なってしまったんですよ。この

ままやめられたら困る
こま  

と病院側
びょういんがわ

が言
い

っ

てきて、その年度
ね ん ど

の残
のこ

り 5ヵ月分のお金
かね

を

県
けん

がなんとかひねり出して
だ   

持
も

ってきてく

れました。タイミング良く
よ  

2003 年から県
けん

のボランタリー活動
かつどう

推進
すいしん

基金
き き ん

をもらえた

のがラッキーでした。まず病院
びょういん

にわかっ

てもらうために、お試
  ため

しという感
かん

じで

使
つか

ってもらうことができましたからね。

最初
さいしょ

、英語
え い ご

は医者
い し ゃ

が話
はな

せるからいらない

よね、と思
おも

われていたのですが、通訳
つうやく

が

必要
ひつよう

になるのは診察
しんさつ

の場面
ば め ん

だけではない

ということで英語
え い ご

も派遣
は け ん

言語
げ ん ご

になりまし

た。病院
びょういん

が通訳
つうやく

がいないと治療
ちりょう

が進
すす

まな

いという
  

こと
  

がわかってきたわけですが、

ここまで伸びる
の   

とは正直
しょうじき

考
かんが

えていませ

んでし
  

た。 
 

細野
ほ そ の

  2002年のモデル事業
じぎょう

から登録
とうろく

して、MIC

に残って
のこ    

いる同期
ど う き

はスペイン語では 私
わたし

一人
ひ と り

だけです。当時
と う じ

スペイン語は既
すで

に

先駆者
せんくしゃ

がいました。少し
すこ  

お手伝
  てつだ

いできる

かなと思って
おも    

入
はい

ったのですが、実際
じっさい

関わって
かか     

みると医療
いりょう

通訳
つうやく

はなまやさしい

ものではありませんでした。幸
さいわ

いまわり

に 志
こころざし

に燃えた
も   

人
ひと

が多
おお

く、私
わたし

のように

初めて
はじ    

関わる
かか    

人間
にんげん

が「助
たす

けて」というと、

あちこちから手
て

を差し伸
さ  の

べてもらえた

状 況
じょうきょう

で、支えて
ささ    

くれる人
ひと

がたくさんい

て恵
めぐ

まれたスタートでした。経験
けいけん

がない

分
ぶん

、聞く
き  

ことすべてを先入観
せんにゅうかん

なく吸 収
きゅうしゅう

できました。自己
じ こ

実現
じつげん

、社会的
しゃかいてき

活動
かつどう

、社会
しゃかい

貢献
こうけん

のできる組織
そ し き

に入
はい

れたことは嬉しく
うれ    

、

そこで充分
じゅうぶん

に活動
かつどう

できる人間
にんげん

でありた

いと思いつつ
おも     

今
いま

にいたっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古山
ふるやま

   同
おな

じく 2002年のモデル事業
じぎょう

から登録
とうろく

し

て、中国語
ちゅうごくご

で残って
のこ    

いる同期
ど う き

は他
ほか

にいま

せん。人
ひと

を助ける
たす    

とか深く
ふか  

考
かんが

えたことは

ありませんでした。どこかの団体
だんたい

に所属
しょぞく

していたわけ
  

でも
  

ありませんでした。

自分
じ ぶ ん

の経験
けいけん

から医療
いりょう

通訳
つうやく

がいたらいい

なぁと思
おも

っていました。医者
い し ゃ

と話す
はな  

とき、

自分
じ ぶ ん

の口
くち

から言う
い  

より誰
だれ

かの口
くち

を借りた
か   

方
ほう

が言いやすい
い     

時
とき

もあったからです。 

  横浜市
よこはまし

国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

（YOKE）に通訳
つうやく

と

して登録
とうろく

していたけれど物足りない
ものた      

感
かん

じ

で、医療
いりょう

では通訳
つうやく

はもっと必要
ひつよう

とされる

のではないかと思
おも

っていました。ワール

ドカップで知り合
し  あ

った人にモデル事業
じぎょう

に

誘
さそ

われた時
とき

、時間
じ か ん

があったしチャレンジ

したいと思
おも

いました。ノウハウ、経験
けいけん

も

なく、中国語
ちゅうごくご

の医療
いりょう

通訳
つうやく

は基盤
き ば ん

がありま

せんでした。その時
とき

スペイン語の通訳
つうやく

た

ちからヒントをたくさんもらいました。

医療
いりょう

通訳
つうやく

は次
つぎ

に何
なに

が出
で

てくるのかわから

ないから毎回
まいかい

が楽
たの

しいです。でも、自分
じ ぶ ん

の

中
なか

でのノウハウは蓄積
ちくせき

できたけれど、そ

れがいいかどうかはわからないですね。

常に
つ ね  

自分
じ ぶ ん

で見直して
み な お   

いかないといけない

と思
おも

っています。 
 

岩元
いわもと

  2002 年 11 月から
  

コーディネータ
       

ー、

 

 

 

細野
ほ そ の

さん 

古山
ふるやま

さん 
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2003年10月から英語
え い ご

通訳
つうやく

スタッフとして

登録
とうろく

しています。当初
とうしょ

コーディネーターブー

スはひまで、一
いち

日中
にちじゅう

1件
けん

も依頼
い ら い

がない日
ひ

もありました。ある日
ひ

、暇
ひま

つぶしにパソ

コンでゲームをしていたら突然
とつぜん

松野
ま つ の

さん

がブースに現
あらわ

れてあせったのを覚
おぼ

えて

います。やがて依頼
い ら い

が増え始め
ふ  は じ  

、2011 年

3 月の東日本
ひがしにほん

大震災後
だいしんさいご

に一時的
いちじてき

に減
へ

った

以外
い が い

は一貫
いっかん

して増
ふ

えてきましたが、最近
さいきん

の激増ぶり
げきぞう    

はすごいです。今
いま

のブースの

忙しさ
いそが    

は異常
いじょう

ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

アンヘル  私
わたし

の場合
ば あ い

は、2002年、入 院 中
にゅういんちゅう

に面会
めんかい

に来た
き  

松
まつ

延恵
のべめぐみ

さん(初代
しょだい

事務
じ む

局 長
きょくちょう

)に

誘われて
さそ     

事務局
じむきょく

ボランティアになりました。

それより前
まえ

のことですが、症 状
しょうじょう

はだる

い、疲れる
つ か   

とかあまり重い
おも  

症 状
しょうじょう

ではな

いのに、病院
びょういん

に行ったら
い    

、先生
せんせい

の話
はなし

の中
なか

に「死ぬ
し  

」ということばが出て
で  

きました。

日本語がわ
に ほ ん ご    

からない。頭
あたま

が真
ま

っ白
しろ

になり

ました。先生
せんせい

が一生懸命話
いっしょうけんめいはな

してくれても、

もう何
なに

も耳
みみ

に入
はい

らなかったですね。1～2

週間
しゅうかん

して、ボリビアに 20年くらい住んで
す   

いたという看護師
か ん ご し

さんがスペイン語で

話
はなし

をしてくれました。それは、本当
ほんとう

に助
たす

かりました。先生
せんせい

は「あなたはこの病気
びょうき

で

死
し

にます」と言
い

ったけれど、でもその前
まえ

に、

「透析
とうせき

があります」、その前
まえ

に、「薬
くすり

があ

ります」、その前
まえ

に、「ダイエット」とか。

私
わたし

の理解
り か い

は「死ぬ
し  

」から始まって
は じ     

しまっ

た。自分
じ ぶ ん

の経験
けいけん

から MICは絶対
ぜったい

必要
ひつよう

です。

今
いま

までずっとそう思
おも

っていま
  

す。 

 

 

■MIC と 13年間
ねんかん

過
す

ごして 

松野
ま つ の

  本業
ほんぎょう

は病院
びょういん

のソーシャルワーカー（SW）

なので、ことばの大切さ
たいせつ  

はよくわかって

います。一方
いっぽう

、通訳
つうやく

を派遣
は け ん

している NPO

にいるのだから、ある意味
い み

離れられない
はな         

という感じ
かん  

かな。活動
かつどう

していると SW の

会合
かいごう

でも済生会
さいせいかい

の松野
ま つ の

というより MIC の

松野
ま つ の

という感
かん

じになっていますね。MIC

は実績
じっせき

もあるし、誇らしく
ほこ     

思
おも

います
  

。 
 

アンヘル  日本語
に ほ ん ご

がわかるようになりました。会員
かいいん

の交流会
こうりゅうかい

とかも楽しい
たの    

。みな、仲間
な か ま

とし

て、外国人
がいこくじん

のためにそれぞれの立場
た ち ば

で

一生懸命
いっしょうけんめい

やっている。そこが大切
たいせつ

ですね。 
 

岩元
いわもと

  こんなに勉強
べんきょう

したことはないという

くらい勉強
べんきょう

しました。コーディネーター

としてブースに入る
はい  

までは、自分
じ ぶ ん

の医療
いりょう

知識
ち し き

が全く
まった  

不十分
ふじゅうぶん

だということすら

気づいて
き    

なくて。病院
びょういん

からの依頼
い ら い

の電話
で ん わ

に「アンギオ
   

※1」「チュウチョウ※2」な

どという言葉
ことば

が出
で

てくるんですが、（ハ…？!）

でも、知
し

っていて当
あ

たり前
まえ

のように言
い

わ

れると聞き返せない
き  か え    

。これを知らなくて
し    

そこに座って
すわ    

いるの？と思
おも

われそうで。 

  通訳
つうやく

としては、わかるまで聞き返
き   かえ

すの

が鉄則
てっそく

ですが、まだ通訳
つうやく

になる前
まえ

だった

ので、そういう意識
い し き

もなかったし、とに

かく「チュウチョウ」と聞き取
き  と

ったもの

を必死
ひ っ し

で辞書
じ し ょ

で調べる
しら    

。それを通訳
つうやく

さん

に伝
つた

えようとすると、「はい、注
ちゅう

腸
ちょう

です

ね」と、こちらが説明
せつめい

するまでもなく理解
り か い

しておられるご様子
よ う す

。（コレデハ イカ

ン!!!）と、とにかく一生懸命
いっしょうけんめい

勉強
べんきょう

しま

した。2002 年初年度
しょねんど

登録
とうろく

の通訳
つうやく

さんたち

は経験
けいけん

がある人
ひと

が多
おお

く、本当
ほんとう

にすばらし

かった
   

です。 

     ※1アンギオ 血管
けっかん

造影
ぞうえい

検査
け ん さ

    

     ※2チュウチョウ 注
ちゅう

腸
ちょう

検査
け ん さ

 
 

古山
ふるやま

  自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

が変わった
か    

と感じて
かん    

いないの

は、今
いま

でも MIC ができた当時
と う じ

の気持ち
き も  

で

やっているからだと思
おも

います。通訳
つうやく

の

 
アンヘルさん 
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心得
こころえ

の 10ヵ条
じょう

はバイブルと同じ
おな  

。通訳
つうやく

の

やり方
    かた

は当時
と う じ

と変
か

わっていないけれど、

今
いま

、世の中
よ   なか

が変わって
か    

いく分
    ぶん

、自分
じ ぶ ん

も対応
たいおう

していかなくて
     

はいけないですね。 
 

細野
ほ そ の

  私
わたし

もスタート時
じ

の心得
こころえ

の 10 ヵ条
じょう

は

守
まも

っています。患者
かんじゃ

さんについて症 状
しょうじょう

等
など

は記憶
き お く

に残して
のこ    

おくけれど、名前
な ま え

や顔
かお

は記憶
き お く

に残さず
のこ    

、その場
ば

で完結
かんけつ

するよう

にしています。医療
いりょう

通訳
つうやく

はプライバシー

を守
まも

らなくてはいけないので、そこへは

入り込
は い  こ

まないように気
き

をつけてきました。

入念
にゅうねん

に下調べ
したしら  

をした資料
しりょう

をかばんに詰
つ

めて、通訳
つうやく

現場
げ ん ば

に行
い

きますが、通訳中
つうやくちゅう

こ

れを取り出す
と  だ  

時間
じ か ん

はないのですから、で

きるだけ頭
あたま

の中
なか

に詰
つ

めこむべきなので

しょうね。 

  MIC には毎年通
まいとしつう

訳者
やくしゃ

必須
ひ っ す

の現任者
げんにんしゃ

研修
けんしゅう

があります。数年前
すうねんまえ

までは、 病
びょう

理学
り が く

の

名誉
め い よ

教授
きょうじゅ

である故
こ

蟹沢
かにさわ

先生
せんせい

による基礎
き そ

医療
いりょう

講座
こ う ざ

もありました。通訳
つうやく

をするため

に学ぶ
まな  

ことは必要
ひつよう

に迫られた
せま     

私
わたし

の生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

でもあります。命
いのち

にかかわること

ですので医療
いりょう

通訳
つうやく

に関連
かんれん

する事柄
ことがら

を学
まな

ぶ

ため鋭意
え い い

努力
どりょく

しています。    

  患者
かんじゃ

さんの心
こころ

に寄り添いつつ
よ  そ    

、医療
いりょう

ス

タッフの方
かた

たちと良い
よ  

関係
かんけい

を保ち
たも  

、中立
ちゅうりつ

の立場
た ち ば

で通訳
つうやく

を行う
おこなう

のが通
つう

訳者
やくしゃ

の使命
し め い

で

す。より良い
よ  

医療
いりょう

につなげられれば本当
ほんとう

にすばらしいです
  

。 
 

アンヘル  皆
みな

、ボランティアの意識
い し き

が強
つよ

まってい

ると思います
おも     

ね。最初
さいしょ

は「試して
ため    

みよう

かな」という気持ち
き も  

が、時間
じ か ん

が経
た

つと、「誰
だれ

かを助ける
たす    

と自分
じ ぶ ん

も気持
き も

ちいい」と思
おも

う

ようになる。それでボランティアを続
つづ

け

られていると思
おも

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細野
ほ そ の

  スペイン語通訳
つうやく

に多い
お お  

リタイヤ後
    ご

の人
ひと

たちは、海外
かいがい

でいろいろな経験
けいけん

をしてき

ています。その方
かた

たちにとって MIC かな

がわは叡
えい

知
ち

が活かせる
い    

場
ば

になっているの

ではないでしょうか。蓄積
ちくせき

された叡
えい

知
ち

を

還元
かんげん

できるいい機会
き か い

になっていると思
おも

い

ます
  

。 

  スペイン語に限らず
かぎ    

、実
じっ

社会
しゃかい

での経験
けいけん

や叡
えい

知
ち

を活
い

かすことは、少子
しょうし

高齢
こうれい

社会
しゃかい

と

いう人口
じんこう

構造
こうぞう

に大転換
だいてんかん

が起
お

こっている

現在
げんざい

の社会
しゃかい

の重要
じゅうよう

なファクターではな

いでしょうか。報酬
ほうしゅう

が参加者
さんかしゃ

のインセン

ティブではなくて、MICの理念
り ね ん

に賛同
さんどう

した

人
ひと

たちの 13年間
ねんかん

の活動
かつどう

が残
のこ

してきた実績
じっせき

が MICの重要性
じゅうようせい

を示して
しめ    

いるのだと思
おも

い

ます
  

。 
 

■MIC の今後
こ ん ご

 

古山
ふるやま

  MIC は 13年前
ねんまえ

から派遣
は け ん

の仕方
し か た

が全然
ぜんぜん

変
か

わっていないですよね。時代
じ だ い

が変わって
か    

きている中
なか

、他
た

団体
だんたい

のやっている方法
ほうほう

を

採り入
と  い

れるというのではないけれど、MIC

も形
かたち

を変える
か   

必要
ひつよう

があるかと思
おも

います。

効率的
こうりつてき

でないところを改善
かいぜん

するとか。 

人
ひと

と人
ひと

の 間
あいだ

のことをするのはサービ

ス 業
ぎょう

でしょ。ひとりの人
ひと

をどのように

大事
だ い じ

にするか、お互い
たが  

気持
き も

ちよくするた

めにはどうしたら良
よ

いか、いろいろなも

のを利用
り よ う

してやっていくのに今
いま

は良い
よ  

時期
じ き

ではないでしょうか。今
いま

と同じ
おな  

形
かたち

で

さらに 5 年やるのか、今
いま

見えて
み   

きている

無駄
む だ

な部分
ぶ ぶ ん

を整理
せ い り

するとか、じっくり

考える
かんが   

時期
じ き

だと思
おも

います。 
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岩元
いわもと

  MIC は大きな
おお    

組織
そ し き

になりましたよね。

財政
ざいせい

基盤
き ば ん

は弱い
よわ  

けれど、県
けん

や病院
びょういん

とタッ

グを組んで
く   

やっている分
ぶん

、活動
かつどう

基盤
き ば ん

は

強い
つよ  

です。その分
ぶん

、方向
ほうこう

転換
てんかん

するのは容易
よ う い

ではないですが、古山
ふるやま

さんのいうことは

よくわかります。今後
こ ん ご

これでいいのか、

このまま続
つづ

いてどうなるのか、考
かんが

えなく

てはいけないと思
おも

っています。 
 

古山
ふるやま

  派遣
は け ん

件数
けんすう

も通訳
つうやく

人数
にんずう

も MIC はどんどん

大
おお

きくなってきて、支
ささ

えられなくなるの

は時間
じ か ん

の問題
もんだい

ではないでしょうか。いろ

いろな事業
じぎょう

に手
て

を出
だ

しているのでは？ 

MICは MIC現在
げんざい

のやりかたでいいと思
おも

いま

すが、中身
な か み

の 3 分の 2 をレベルアップす

ればよくて、いろんなところに手
て

をだす

のはよくないですよ。結果的
けっかてき

に余裕
よ ゆ う

が出
で

るわけでもないし、思った
おも    

通り
とお  

にはいか

ず、結局
けっきょく

良
よ

くなるわけでもない…。 

  先週
せんしゅう

ブースに入
はい

っていて思
おも

ったので

すが、一般
いっぱん

通訳
つうやく

専門
せんもん

のコーディネーターを

つくって
   

ほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩元
いわもと

  そうですね。今
いま

の問題
もんだい

は、ベトナム語

ですよね。依頼
い ら い

の数
かず

に対して
たい    

、通
つう

訳者
やくしゃ

の

人数
にんずう

、しかも動ける
うご    

人
ひと

が少
すく

ない。「行ける
い   

人
ひと

がいません」と学校
がっこう

に連絡
れんらく

して「はい、

そうですか」で終
お

わればいいですが、学校
がっこう

はどうしても通訳
つうやく

がほしいので、「それで

は何日
なんにち

ならよいか?」と聞
き

いてくる。こち

らは、ご自分
じ ぶ ん

の仕事
し ご と

の合間
あ い ま

を縫
ぬ

ってボラ

ンティア活動
かつどう

に時間
じ か ん

を割いて
さ   

くれる通
つう

訳者
やくしゃ

の都合
つ ご う

を聞
き

く、学校側
がっこうがわ

は保護者
ほ ご し ゃ

の

都合
つ ご う

を聞
き

く、これを折り合わせる
お  あ    

調整
ちょうせい

作業
さぎょう

が延々
えんえん

と続
つづ

きます。が、最終的
さいしゅうてき

に誰
だれ

も派遣
は け ん

できなかったとなると、実績
じっせき

はゼ

ロ。あの大変
たいへん

な労力
ろうりょく

と時間
じ か ん

は煙
けむり

のよう

に・・・です
  

。 
 

古山
ふるやま

  ひとつ提案
ていあん

ですが、MICの中で、理事会
り じ か い

と通訳
つうやく

スタッフはあまりつながっていな

いですよね。MICは通訳
つうやく

スタッフがいなけ

れば成り立たない
な  た    

団体
だんたい

でしょ。通訳
つうやく

ス

タッフが理事会
り じ か い

に 直接
ちょくせつ

意見
い け ん

を言える
い   

投書箱
とうしょばこ

みたいなものを置
お

くのはどうで

しょう。通訳
つうやく

スタッフがコーディネーター

や事務局
じむきょく

を介さず
かい    

に直接
ちょくせつ

理事会
り じ か い

にもの

を言
い

える仕組み
し く  

をつくったらどうかと

思います
おも     

。理事会
り じ か い

のメールアドレスをつ

くって。通訳
つうやく

さんの思い
おも  

を把握
はあく

できますよ。 
 

岩元
いわもと

  例えば
たと    

自分
じ ぶ ん

の言語
げ ん ご

ではない人
ひと

からの

投書
とうしょ

があった場合
ば あ い

、結局
けっきょく

はその言語
げ ん ご

の

コーディネーターとかに事情
じじょう

を聞
き

くこと

になるかもしれない。情報
じょうほう

を得
え

るために

ね。それ
  

は
 

OK？ 
 

古山
ふるやま

  理事
り じ

やコーディネーターは言語
げ ん ご

を超えて
こ   

考
かんが

えなければならないと思
おも

いますよ。

言語
げんご

ごとに細かく
こま   

分ける
わ   

ことで見
み

えなく

なってしまう部分
ぶぶん

が出て
で  

きます。言語
げんご

ごと

に解決
かいけつ

を委ねない
ゆだ     

方
ほう

がいいかと思
おも

います。 
 

岩元
いわもと

  確か
た し  

に、当初
とうしょ

少人数
しょうにんずう

でやっていた時
とき

は、

全部
ぜ ん ぶ

の通訳
つうやく

さんを相手
あ い て

にしているという

感
かん

じはありましたね。通訳帰り
つうやくがえ  

の人
ひと

が

ブースに寄
よ

ってこうだったああだったと

ひとしきり話
はな

していくこともあったし。 

  当初
とうしょ

のマニュアルにはコーディネー

ターのするべき大事
だ い じ

なことの上
うえ

から

何番目
なんばんめ

かに通訳
つうやく

さんへのフォローがあり

ました。実際
じっさい

にそれに時間
じ か ん

を割
さ

いていま

した。今
いま

のブースの忙しさ
いそが    

ではとても

対応
たいおう

できません
   

。 
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■MIC の将来像
しょうらいぞう

 

古山
ふるやま

   2002年モデル事業
じぎょう

のときの説明会
せつめいかい

では、

「先
さき

が見
み

えないけれど一応
いちおう

やってみる」

と言
い

われました。どこの病院
びょういん

にも通訳
つうやく

が

入れる
はい    

便利
べ ん り

さがあったらいいですね。

一番
いちばん

の理想
り そ う

です。今
いま

の MICは覚書
おぼえがき

を交
か

わ

していない病院
びょういん

には入
はい

れないところに

引
ひ

っかかります。 
 

松野
ま つ の

  今
いま

の時点
じ て ん

では仕方ない
し か た    

。今
いま

すぐはむず

かしい
  

です
  

ね。 
 

岩元
いわもと

  患者
かんじゃ

さんが「来て
き  

」というどこの病院
びょういん

にも行ける
い   

のは理想
り そ う

だけれど、通訳
つうやく

スタッ

フやコーディネーターなど人的
じんてき

資源
し げ ん

は無限
む げ ん

ではないので、どこかで妥協
だきょう

も必要
ひつよう

かな。 
 

松野
ま つ の

  通訳
つうやく

の派遣
は け ん

体制
たいせい

、医療
いりょう

に限らず
かぎ    

外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

の生活
せいかつ

支援
し え ん

について、最終的
さいしゅうてき

には

国
くに

レベルで支
ささ

えられるようなシステムが

できればいいなと思
おも

います。件数
けんすう

は確か
た し  

に増えて
ふ   

いて、実績
じっせき

にはなっていますが、

これからのことを考える
かんが    

と、国
くに

・行政
ぎょうせい

レ

ベルで右
みぎ

を向
む

いているのに MIC だけ反対
はんたい

を向く
む  

のは難しい
むずか    

と思
おも

うし、 状 況
じょうきょう

に

合わせて
あ    

やらなくてはいけない時
とき

も来
く

る

のかなと思
おも

います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  MIC は県内
けんない

の外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

の支援
し え ん

を残
のこ

し

たままやっていきたいけれど、やり方
かた

は

変
か

わっていくかもしれない。派遣
は け ん

の仕方
し か た

も工夫
く ふ う

が必要
ひつよう

になるでしょうね。  

  県
けん

もこの事業
じぎょう

をなくすわけにはいかな

いというのはわかって
   

います
   

。MICがつぶ

れたらこの事業
じぎょう

もつぶれるでしょう。

なん
  

とかやっていかな
   

くてはいけないけ

れど、限界
げんかい

はあるだろうな。MICの形
かたち

が変
か

わったとしても、次
つぎ

につなげられる母体
ぼ た い

ができていて事業
じぎょう

をつなげていけるとい

うことが大切
たいせつ

ですね。神奈川県
か な が わ け ん

に住んで
す   

いる外
がい

国籍
こくせき

住民
じゅうみん

が安心
あんしん

して医療
いりょう

を受
う

け

られるような形
かたち

が、MIC を通
とお

さなくても

できればいい
  

なぁ
  

ということです
  

ね。 

 

 

 

●2015年度
ね ん ど

MICかながわ定期
て い き

総会
そうかい

 
 

日時
に ち じ

：5月30日(土) 総会
そうかい

 13:30～15:00 交流会
こうりゅうかい

 15:30～17:00 

会場
かいじょう

：港湾
こうわん

労働者
ろうどうしゃ

福祉
ふ く し

センター（港町
みなとまち

診療所
しんりょうじょ

2階） 

 

正会
せいかい

員数
いんすう

：79名  

直接
ちょくせつ

参加
さんか

：30名、書面
しょめん

表決
ひょうけつ

：26名、委任状
いにんじょう

：7名（定足数
ていそくすう

確認
かくにん

時
じ

） 

 2014年度
ね ん ど

事業
じぎょう

報告
ほうこく

、決算
けっさん

報告
ほうこく

、監査
か ん さ

報告
ほうこく

、2015年度
ね ん ど

事業
じぎょう

計画
けいかく

、

予算
よ さ ん

、役員
やくいん

改選
かいせん

、定款
ていかん

の変更
へんこう

の 7議案
ぎ あ ん

は、特
とく

に大
おお

きな異議
い ぎ

もな

く無事
ぶ じ

承認
しょうにん

されました。第
だい

6号
ごう

議案
ぎ あ ん

役員
やくいん

改選
かいせん

の議案
ぎ あ ん

承認後
しょうにんご

臨時
り ん じ

理事会
り じ か い

を開催
かいさい

し、理事長
りじちょう

には松野
ま つ の

勝
かつ

民
み

現理事長
げんりじちょう

が再選
さいせん

されました。 

 引き続き
ひ  つ づ  

行われた
おこな      

交流会
こうりゅうかい

では、持ち寄った
も  よ   

料理
りょうり

等
など

を囲んで
かこ    

親睦
しんぼく

を深
ふか

めました。大
だい

ヒットした『アナと雪
ゆき

の女王
じょおう

』の主題歌
しゅだいか

「Let it go」を 10ヵ国語
こ く ご

で歌
うた

い、MICかながわらしい和やか
なご    

な

会
かい

となりました。 

 

 

 

 

 

座談会
ざだんかい

を終
お

えて 
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このコーナーでは、海外
かいがい

での医療
いりょう

通訳
つうやく

経験
けいけん

や

ご自身
  じしん

の受診
じゅしん

を経験
けいけん

した医療
いりょう

通訳
つうやく

スタッフや MIC

かながわ会員
かいいん

に感想
かんそう

を寄せて
よ   

いただいています。

今号
こんごう

はお隣
となり

大韓民国
だいかんみんこく

ソウルのお話
はなし

です。 

 

ソウルアサン病院
びょういん

と私
わたし

   

柴
しば

弥生
や よ い

（MIC かながわ個人
こ じ ん

賛助
さんじょ

会員
かいいん

） 
 

初めまして！韓国
かんこく

ソウルに在住
ざいじゅう

の柴
しば

弥生
や よ い

と

申します
もう      

。海外
かいがい

在住
ざいじゅう

のため、MICの活動
かつどう

に参加
さ ん か

で

きませんが、 10年前
ねんまえ

に住んだ
す   

タイとタイ語
  ご

が

大好き
だいす   

で、いつか皆様
みなさま

のように外国語
がいこくご

で（私
わたし

は

タイ語
  ご

で！）人
ひと

の役
やく

にたつことがしたいと思
おも

い、

勉強
べんきょう

を続けながら
つづ       

MIC の活動
かつどう

を拝見
はいけん

しています。

ソウルでは病院
びょういん

でボランティアをしており、もうす

ぐ 2年目
ね ん め

になります。今日
き ょ う

はその韓国
かんこく

の病院
びょういん

のお

話
はなし

をしたいと思
おも

います。 

 

ソウルアサン病院
びょういん

と国際
こくさい

診療
しんりょう

センター (IHC) 

でのボランティア 

アサン病院
びょういん

は現代
ひゅんだい

グループに属
ぞく

する“韓国
かんこく

BIG5の病院
びょういん

”の一つです。韓国
かんこく

で 9年
ねん

連続
れんぞく

“尊敬
そんけい

される病院
びょういん

”に選ばれ
えら    

、地方
ち ほ う

からもたくさんの

患者
かんじゃ

が 訪
おとず

れます。18階
かい

建て
だ  

、東館
ひがしかん

西館
にしかん

新館
しんかん

に

2,700の病 床
びょうしょう

をもつ巨大
きょだい

な病院
びょういん

です。すぐ近く
ちか  

に漢
はん

江
がん

が流れ
なが  

、春
はる

には土手
ど て

が桜
さくら

で満開
まんかい

になります。 

この新館
しんかん

の一角
いっかく

にある IHC は、外国人
がいこくじん

専用
せんよう

の

国際
こくさい

診療
しんりょう

センターで、私
わたし

はここでボランティアを

しています。韓国
かんこく

は病院
びょういん

を 3 つに分け
わ  

、患者
かんじゃ

は

一次
い ち じ

診療
しんりょう

機関
き か ん

で初期
し ょ き

受診
じゅしん

し、必要
ひつよう

ならその後
ご

三次
さ ん じ

機関
き か ん

で受診
じゅしん

、アサン病院
びょういん

の専門科
せんもんか

は三次
さ ん じ

機関
き か ん

です。

IHC は外国人
がいこくじん

の患者
かんじゃ

のために一次
い ち じ

機関
き か ん

の役目
や く め

を

担って
にな    

いて、患者
かんじゃ

は専門
せんもん

コーディネーター (CN) 

が常 駐
じょうちゅう

し、予約
よ や く

から受診
じゅしん

時
じ

の通訳
つうやく

、入院
にゅういん

患者
かんじゃ

の

対応
たいおう

などをこなしています。私
わたし

は日本語
に ほ ん ご

、英語
え い ご

、

タイ語
  ご

のボランティアとして、専門科
せんもんか

の受診
じゅしん

や

検査室
けんさしつ

への案内
あんない

、薬
くすり

や記録
き ろ く

などの受取
うけとり

をサポート

して
    

いま
   

す。 

IHC では韓国
かんこく

在住
ざいじゅう

の外国人
がいこくじん

の外来
がいらい

、入院
にゅういん

のみ

ならず、他国
た こ く

から来
らい

韓
かん

の上受診
うえじゅしん

するメディカル

ツーリズムを受
う

けています。アサン病院
びょういん

は特
とく

に

移植
いしょく

部門
ぶ も ん

に強く
つよ  

、他国
た こ く

から手術
しゅじゅつ

に訪
おとず

れる患者
かんじゃ

、

勉強
べんきょう

にくる医師
い し

もたくさんいます。 

そんな中
なか

、IHC に常 駐
じょうちゅう

する韓国
かんこく

では数少ない
かずすく    

日本人
にほんじん

の CNの方
かた

に、日本人
にほんじん

に通訳
つうやく

する上
うえ

で気
き

をつ

けている点
てん

などを伺
うかが

ったところ、まずは治療法
ちりょうほう

の

考え方
かんが  かた

に相違
そ う い

があるということ。日本人
にほんじん

は一般的
いっぱんてき

に、様子
よ う す

をみながら患者
かんじゃ

の意思
い し

に沿う
そ  

治療
ちりょう

や体
からだ

の

一部
い ち ぶ

を少し
すこ  

でも残す
のこ  

治療
ちりょう

を模索
も さ く

していくことを好
この

むようですが、韓国
かんこく

では早く
はや  

に病気
びょうき

の根本
こんぽん

を絶つ
た  

治療
ちりょう

（切る
き  

、抜く
ぬ  

等
など

）を選択
せんたく

することが多
おお

いよう

です。この相違
そ う い

を双方
そうほう

に通訳
つうやく

という形
かたち

で伝える
つた    

こ

とは難
むずか

しいことがあるそうです。また海外
かいがい

での

受診
じゅしん

にナーバスになっている患者
かんじゃ

の中
なか

には、いざ

医師
い し

を目
め

の前
まえ

にすると症 状
しょうじょう

や感じて
かん    

いることを

言
い

えなくなることもあることから、IHC で事前
じ ぜ ん

に

話
はなし

をして各科
か く か

まで同行
どうこう

し、患者
かんじゃ

が少
すこ

しでも症 状
しょうじょう

などを思い出せる
おも  だ    

環境
かんきょう

を作
つく

るなど、目
め

にみえない

気遣
き づ か

いをされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソウルアサン

病院 

国際
こくさい

診療
しんりょう

 

センター  

IHCの前
まえ

で 
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韓国人
かんこくじん

と“奉仕
ほ う し

”の精神
せいしん

 

アサン病院
びょういん

では月曜
げつよう

から金曜
きんよう

まで、午前
ご ぜ ん

午後
ご ご

に

分かれ
わ   

1週間
しゅうかん

に約
やく

450人
にん

のボランティアが出入
で い

りし

ています。私は月曜
げつよう

午前
ご ぜ ん

で、主
おも

な流れ
な が  

は朝
あさ

8：40

にボランティアラウンジに集合
しゅうごう

。部屋
へ や

に入
はい

るとすで

にお揃い
そろ  

の黄色い
きいろ   

ガウンを着た
き  

人
ひと

たちが座
すわ

ってお

茶
ちゃ

を飲んで
の   

います。お菓子
 か し

が配られ
くば    

雑談
ざつだん

。 

この「みんなで何
なに

かをする前
まえ

にまずお茶
  ちゃ

を一杯
いっぱい

」

というのが韓国人
かんこくじん

らしく、こうすればどんな人
ひと

た

ちと一緒
いっしょ

に仕事
し ご と

をするのか、うちとけた雰囲気
ふ ん い き

で

できそうです。まずは朝礼
ちょうれい

。出欠
しゅっけつ

をとり伝達
でんたつ

事項
じ こ う

や注意
ちゅうい

があり、朝礼
ちょうれい

の最後
さ い ご

は全員
ぜんいん

総立ち
そうだ   

で輪
わ

に

なって隣
となり

と手
て

をつなぎ、今日
き ょ う

もベストをつくしま

す！と唱えて
とな    

拍手
はくしゅ

。それらが終
お

わると各持
か く も

ち場
ば

へ

つきます。子ども
こ   

への本
ほん

の読み聞
よ  き

かせ、カートで

飲み物
の  も の

をサービスする係
かかり

、受付
うけつけ

での案内
あんない

、機械
き か い

で

の自動
じ ど う

支払い
し は ら  

のサポート等
など

いろいろな仕事
し ご と

があり

ます。大半
たいはん

はリタイアした方
かた

や家庭
か て い

の主婦
し ゅ ふ

。また

学生
がくせい

が不定期
ふ て い き

ではいります。韓国
かんこく

ではボランティア

を中学校
ちゅうがっこう

から単位
た ん い

の一つ
ひ と  

にして、“奉仕
ほ う し

”という

精神
せいしん

に力
ちから

をいれているのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人
がいこくじん

との縁
えん

を大切
たいせつ

に生
い

きていく 

私
わたし

は主人
しゅじん

の転勤
てんきん

に伴い
ともな  

、タイ、シンガポール、韓国
かんこく

とアジアでの生活
せいかつ

が続
つづ

いています。MICとの出会い
で あ  

はタイ人
   じん

の友人
ゆうじん

の 紹介
しょうかい

で、「日本語
に ほ ん ご

－英語
え い ご

－

タイ語
  ご

医療用語集
いりょうようごしゅう

」(MICかながわタイ語
ご

医療
いりょう

通訳
つうやく

勉強会
べんきょうかい

発行
はっこう

)を購入
こうにゅう

したこと。IHCのボランティア

は私
わたし

が受診
じゅしん

したときに案内
あんない

してくれたカナダ人
     じん

に触発
しょくはつ

されて志願
し が ん

したことなど、外国人
がいこくじん

に縁
えん

を

結んで
むす    

もらうことが増
ふ

えました。今
いま

も実際
じっさい

に自分
じ ぶ ん

が 病
びょう

院内
いんない

を案内
あんない

することで様々
さまざま

な国
くに

の人
ひと

達
たち

と

接する
せっ    

機会
き か い

を得
え

ています。そんな中
なか

、今
いま

私
わたし

にでき

ることを考えて
かんが   

、アサン病院
びょういん

の病院
びょういん

紹介
しょうかい

パンフ

レットをタイ人
   じん

の友人
ゆうじん

たちの助言
じょげん

を得
え

ながらタイ

語
ご

に訳
やく

してみました。まだカラーコピーで必要
ひつよう

な人
ひと

にお渡し
 わ た  

する形
かたち

ですが、韓国
かんこく

に来
く

るタイ人
じん

の方
かた

達
たち

が病院
びょういん

を探す
さが  

際
さい

などに参考
さんこう

になればと思
おも

います。 

 

医療
いりょう

を通して
とお    

様々
さまざま

な国
くに

の人
ひと

との出会い
で あ  

があり、

だれもが健康
けんこう

で幸せ
しあわ  

な毎日
まいにち

を送
おく

ることができま

すよう
  

に！！ 

 MICかながわ会員
かいいん

活動
かつどう

『手芸部
し ゅ げ い ぶ

』からのお知
 し

らせ 
 

梅雨
つ ゆ

の候
こう

、如何
い か が

お過ごし
 す   

でしょうか。じめじめした空気
く う き

は鬱陶しい
うっとう    

ですが、植物
しょくぶつ

たちにとっては恵み
めぐ  

の雨
あめ

の季節
き せ つ

なのでしょう、花
はな

も緑
みどり

も生き生き
い  い  

しているようです。 

さて、去
さ

る5月30日（土）総会後
そうかいご

の交流会
こうりゅうかい

では手芸部
しゅげいぶ

から景品
けいひん

を提供
ていきょう

させていただき、手芸部
しゅげいぶ

紹介
しょうかい

の時間
じ か ん

もとっていただきました。日頃
ひ ご ろ

の活動
かつどう

についてと今年度
こんねんど

の年間
ねんかん

プロジェクト「吊るし
つ   

飾り
かざ  

」に

ついてお話
  はな

しいたしました。 

4 月の「吊るし
つ   

飾り
かざ  

」1回目
か い め

は本
ほん

などを参考
さんこう

にして、まず各々
おのおの

好き
す  

なものを作
つく

ってみました。洋布
ようぬの

で

もできる「小鳥
こ と り

とリンゴ」の回
かい

にはたくさんの方
かた

が参加
さ ん か

してくださり、たくさんの可愛らしい
か わ い     

小鳥
こ と り

と

リンゴができました。3回目
か い め

の 6 月 13 日（土）は華やか
はな    

な「椿
つばき

」と「桜
さくら

」をちりめんで作
つく

りまし

た。まだまだ手探り
て さ ぐ  

状態
じょうたい

ですが、ああしてはどうか、こうしてはどうかと楽しく
たの    

相談
そうだん

しながら進
すす

めて

います
   

。 

また、10月18日（日）藤沢
ふじさわ

教会
きょうかい

のバザーに今年
こ と し

も出店
しゅってん

することになり、

そちらの準備
じゅんび

も並行
へいこう

して進めて
すす    

いく予定
よ て い

です。詳細
しょうさい

は追
お

ってお知
し

らせいた

しますので、今年
こ と し

も MIC会員
かいいん

の皆様
みなさま

のご協 力
きょうりょく

をお願
  ねが

いいたします。 

次回
じ か い

活動
かつどう

は 7 月 4 日（土）13：30 から MIC事務局
じむきょく

会議
か い ぎ

スペースで行
おこな

い

ます。参加
さ ん か

希望
き ぼ う

の方
かた

は事務局
じむきょく

か手芸部
しゅげいぶ

メンバーまでお知
 し

らせください。お待
ま

ちしています。                   ＜手芸部
しゅげいぶ

一同
いちどう

＞  
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4月 1日(水) TBSラジオ収録 出演：松野理事長、佐藤ペティー理事・中国語通訳スタッフ 

4月 1日(水) 横浜市役所にて特定非営利活動法人認定通知書受領 

4月 16日(木) コーディネーター会議 

4月 27日(月) MICかながわ理事会 

5月 13日(水) MICかながわ監査 

5月 17日(日) 外国人無料健康相談会 於：カトリック貝塚教会  

5月 21日(木) MICかながわ理事会 

5月 26日(火) 在宅医療・介護への通訳派遣検討会議第 6回 

5月 28日(木) コーディネーター会議 

5月 30日(土) MICかながわ定期総会・交流会 

6月 19日(金) 栃木県国際交流協会医療小冊子検討会議 委員派遣：松野理事長 

6月 25日(木) MICかながわ理事会 

6月 26日(金) コーディネーター会議 

6月 29日(月)  神奈川県消防学校専科教育救急科（第 1 回）教育訓練  

 講師派遣：星中国語通訳スタッフ、赤嶺スペイン語通訳スタッフ、ヒューバート会員  

6月 30日(火)  在宅医療・介護への通訳派遣検討会議第 7回 

 

● 活動報告 ● 

 

 
7月 10日(金) 埼玉県福祉部福祉保健課「支援・相談員研修会」講師派遣：三木 Co.・中国語通訳 

7月 11日(土) 2015年度第 1回医療通訳スタッフ・コーディネーター現任者研修 

7月 31日(金) 栃木県国際交流協会「多文化ソーシャルワーカー養成セミナー・外国人医療の現状と課題」 

 講師派遣：松野理事長 

8月 21日(金) 栃木県国際交流協会「多文化ソーシャルワーカー養成セミナー・対人援助技法・面接技法」 

 講師派遣：鶴田会員 

9月 26日(土) 医療通訳ボランティア養成研修第 1回 

10月 3日(土)  医療通訳ボランティア養成研修第 2回 

10月 17日(土) 医療通訳ボランティア養成研修第 3回 

10月 31日(土) 医療通訳ボランティア養成研修第 4回 

 

● 活動予定 ● 

 

❀❀❀❀❀ 2014年度
ね ん ど

活動
かつどう

ご支援
  し え ん

へのお礼
 れ い

 ❀❀❀❀❀ 
 

 2014年度
ね ん ど

も会員
かいいん

の皆
みな

さまをはじめ多く
お お  

の方々
かたがた

のご支援
  しえん

ご 協 力
  きょうりょく

のおかげで活動
かつどう

を続
つづ

けることができました。感謝
かんしゃ

の意
い

を込め
こ  

、2014年度
ね ん ど

（2014/4/1～2015/3/31）にご寄付
 き ふ

をいただいた方々
かたがた

のお名前
  なまえ

を掲載
けいさい

させていただきます。 

（あいうえお順
じゅん

、敬称
けいしょう

は省 略
しょうりゃく

します） 

＜企業・団体＞ 

NPO 法人シャロームの家、キャピタル・インターナショナル株式会社、公益財団法人パブリックリソース財団、

公益財団法人未来工学研究所、多文化共生・自治体政策研究会、橋爪建設株式会社、みなとまち健康互助会

（MF-MASH） 
 
＜個人＞ 

AKIKO HARRIS、岩本弥生、岩元陽子、内堀晴雄、梅原裕愛、大場史紀、奥本彬、小野悦子、金子葉子、草間久美、

佐藤ペティー、佐野知子、鈴木妙子、鈴木法子、鈴木万里子、竹村哲夫、田中圭、田中孝一郎、タレス・ルルデ

ス、鶴田光子、問屋正勝、内藤まゆみ、西垣幸代、後岡和代、早川寛、藤井郁美、藤井伸子、古山季玲、細野紀

代子、松野勝民、三木紅虹、宮首弘子、宮澤イザベル、森内啓子、森田佐知子、森田直美、矢島健、矢島孝彦、

その他匿名でのご寄付もいただきました。 
 
＜MICかながわイベント隊＞ 

カトリック藤沢教会バザー実行委員会、MIC手芸部 
 
＜賛助会費（寄付とみなされています）＞ 

個人賛助会員 141人（160口）、団体賛助会員 7団体（77口） 

 

皆
みな

さまの温かい
あたた    

お気持ち
 き も  

に心から
こころ    

感謝
かんしゃ

しお礼
れい

申し上
も う  あ

げます。いただいた寄付
き ふ

は活動
かつどう

に役立つ
やくだ   

よう大切
たいせつ

に使
つか

わせ

ていただきます。今後
こ ん ご

も末永く
すえなが  

ご支援
  しえん

ご 協 力
  きょうりょく

くださいますようよろしくお願
 ね が

いいたします。 
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●外国人
がいこくじん

無料
むりょう

健康
けんこう

相談会
そうだんかい

  

カトリック貝塚
かいづか

教会
きょうかい

 （川崎市
かわさきし

川崎区
かわさきく

） 
 

日時
に ち じ

：5月 17日(日) 11：00～16：00 

内容
ないよう

：胸部
きょうぶ

レントゲン、血圧
けつあつ

測定
そくてい

、尿
にょう

検査
け ん さ

、 

歯科
し か

検査
け ん さ

、身体
しんたい

計測
けいそく

、医師
い し

による問診
もんしん

、 

栄養
えいよう

相談
そうだん

 

受診者
じゅしんしゃ

：41名
めい

（国籍
こくせき

 4ヵ国） 

通訳
つうやく

派遣
は け ん

：2名 

（タガログ語 1名、英語 1名） 

 

 

 

 

 

 

 

●2015年度
ね ん ど

第１回 

医療
い り ょ う

通訳
つ うや く

スタッフ・コーディネーター 

現任者
げんにんしゃ

（登録者
と う ろ く しゃ

）研修
けんしゅう

 
 

日時
に ち じ

：7月 11日(土) 13：00～17：00 

会場
かいじょう

：県立
けんりつ

国際
こくさい

言語
げ ん ご

文化
ぶ ん か

アカデミア 

   （最寄り
も よ  

駅
えき

 JR根岸
ね ぎ し

線
せん

「本郷
ほんごう

台
だい

」駅
えき

） 

内容
ないよう

： 

1.退院
たいいん

時
じ

に必要
ひつよう

な福祉
ふ く し

サービスの基礎
き そ

知識
ち し き

  

 講師
こ う し

： 浦賀
う ら が

・久里
く り

浜
はま

第二
だ い に

地域
ち い き

包括
ほうかつ

支援
し え ん

センター 

     ケアマネージャー 山田
や ま だ

裕美子
ゆ み こ

氏
し

 

2.グループディスカッショ
      

ン 

 「医療
いりょう

通訳
つうやく

活動
かつどう

におけるルールの確認
かくにん

」 

 

 

●外国人
がいこくじん

無料
むりょう

健康
けんこう

相談会
そうだんかい

  

カトリック大和
や ま と

教会
きょうかい

 （大和市
や ま と し

） 
 

日時
に ち じ

：9月 27日(日) 12：00～15：00 

内容
ないよう

：胸部
きょうぶ

レントゲン、血圧
けつあつ

測定
そくてい

、尿
にょう

検査
け ん さ

、 

歯科
し か

検査
け ん さ

、身体
しんたい

計測
けいそく

、医師
い し

による問診
もんしん

、 

栄養
えいよう

相談
そうだん

 

 

 MICかながわのホームページが新
あたら

しくなりました。 

英語
え い ご

・中国語
ちゅうごくご

・スペイン語のページもあります。 

MIC をよりたくさんの方
かた

に知
し

ってもらえるよう、これか

らもわかりやすいホームページを目指して
め ざ   

発信
はっしん

してい

きたいと思
おも

います。よろしくお願
ねが

いします。 

（2014年度事業
じぎょう

報告書
ほうこ くしょ

・決算
けっさん

報告書
ほうこ くしょ

もアップしました） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～書
か

き損
そん

じ郵便
ゆうびん

ハガキを寄付
き ふ

してください～ 
 

MICかながわへの寄付
き ふ

活動
かつどう

のひとつとして、書
か

き

損
そん

じ郵便
ゆうびん

ハガキの回収
かいしゅう

を始
はじ

めました。 

もし、ご家庭
か て い

に書
か

き損
そん

じハガキが眠
ねむ

っていまし

たら、ご寄付
き ふ

をお願
  ねが

いします。事務所
じ む し ょ

にお送
  おく

りい

ただくか、現任者
げんにんしゃ

研修
けんしゅう

の際
さい

に事務局
じむきょく

スタッフにお

渡
わた

しください。切手
き っ て

に換
か

えて事務局
じむきょく

での業務
ぎょうむ

に

利用
り よ う

させていただきます。 

ご協 力
きょうりょく

よろしくお願
ねが

いします。 
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編集
へんしゅう

後記
こ う き

 
 
 

 

言語
げ ん ご

別
べつ

自主
じ し ゅ

勉強会
べんきょうかい

情報
じょうほう

(報告
ほ う こ く

) 

 

 

 

言語
げ ん ご

グループ 日
にち

 時
じ

  会
かい

 場
じょう

  内
ない

 容
よう

 

中国
ちゅうごく

語
ご

 

4月 18日(土) 

13:30～16:00 
みなみ市民

し み ん

活動
かつどう

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

 

ラウンジ 
帯状疱疹
たいじょうほうしん

について・痛み
いた  

の表現
ひょうげん

 

6月 6日(土) 

13:30～16:00 
みなみ市民

し み ん

活動
かつどう

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

 

ラウンジ 
介護
か い ご

保険
ほ け ん

について 

スペイン語
ご

 

4月 18日(土) 

13:30～15:00 
みなみ市民

し み ん

活動
かつどう

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

 

ラウンジ 
感染症
かんせんしょう

について 

5月 23日(土) 

10:30～13:30 鎌倉
かまくら

生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター 事例
じ れ い

検討
けんとう

 

6月 20日(土) 

13:30～15:30 
みなみ市民

し み ん

活動
かつどう

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

 

ラウンジ 

通訳
つうやく

向上
こうじょう

のためのトレーニング

法
ほう

・情報
じょうほう

意見
い け ん

交換
こうかん

 

ポルトガル語
ご

 

3月 15日(日)  

13:00～16:00 
みなみ市民

し み ん

活動
かつどう

・多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

 

ラウンジ 

事例
じ れ い

検討
けんとう

、表現
ひょうげん

が難しい
むずか    

ことばの

使い方
つか  かた

 （前号
ぜんごう

に記載
き さ い

漏
も

れ） 

5月 16日(土) 

13:00～16:00 鶴見
つ る み

国際
こくさい

交流
こうりゅう

ラウンジ 事例
じ れ い

検討
けんとう

、診断書
しんだんしょ

の表現
ひょうげん

方法
ほうほう

 

タガログ語
ご

 

4月 4日(土) 

13:30～15:30 MICかながわ事務所
じ む し ょ

 糖 尿 病
とうにょうびょう

ロールプレイ復習
ふくしゅう

 

6月 6日(土) 

13:30～15:30 MICかながわ事務所
じ む し ょ

 糖 尿 病
とうにょうびょう

ロールプレイ復習
ふくしゅう

 

タイ語
ご

 

5月 23日(土) 

13:30～16:00 MICかながわ事務所
じ む し ょ

 
事例
じ れ い

検討
けんとう

・今後
こ ん ご

の勉強会
べんきょうかい

の 形
かたち

につ

いて 

6月 27日(土) 

13:30～16:30 MICかながわ事務所
じ む し ょ

 
事例
じ れ い

検討
けんとう

・医療用語
いりょうようご

クイズ（消化器
しょうかき

内科
な い か

） 

英語
え い ご

 
5月 24日(土) 

13:15～16:45 横浜市
よこはまし

西区
に し く

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 外科
げ か

・消化器
しょうかき

系
けい

、ロールプレイ 

 

 

  

MICかながわは Twitter や 

Facebookで情報
じょうほう

を発信
はっしん

しています。 

Twitterのアカウント
    

は  

＠MIC_Kanagaw
   

a、 

Facebookページ
   

は 

www.facebook.com/Mickanagawaです
  

。 

 

Twitter や Facebookに 

アカウントをお持ち
も  

の方
かた

は、 

MICの活動
かつどう

や情報
じょうほう

が 

より多く
おお  

の方
かた

に伝
つた

わるよう 

ご協 力
きょうりょく

をお願
  ねが

いします。 

 

座談会
ざだんかい

に参加
さ ん か

して MICでの 13年間
ねんかん

を振り返り
ふ  か え  

、

懐かしさ
なつ     

がこみあげてきました。初め
はじ  

の頃
ころ

の

MIC事務所
じ む し ょ

は、事務局
じむきょく

ボランティアが数名
すうめい

いて、

中国語
ちゅうごくご

、韓国語
かんこくご

、スペイン語
    ご

、日本語
に ほ ん ご

が飛び
と  

か

い多国籍
たこくせき

の雰囲気
ふ ん い き

に満ちて
み   

いました。聞く
き  

こと

すべてが興味深く
きょうみぶか  

、「へぇ～、そうなんだ」の

連続
れんぞく

で
 

した
  

。（M.N） 

http://www.facebook.com/Mickanagawa
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事務局
じ む き ょ く

からのお知らせ
 し   

とお願
 ね が

い 

  

～2015年度
ね ん ど

会費
か い ひ

納入
のうにゅう

のお願
ねが

い～ 
 

●新規
し ん き

会員
かいいん

・継続
けいぞく

会員
かいいん

の方
かた

 

正会員
せいかいいん

：6,000 円     

個人賛助会員
こ じ ん さ ん じ ょ か い い ん

：1 口  3,000 円  

団体賛助会員
だ ん た い さ ん じ ょ か い い ん

：1 口 10,000 円 
 
 

【会費
か い ひ

振込先
ふりこみさき

】 

みずほ銀行
ぎんこう

 横浜駅前
よこはまえきまえ

支店
し て ん

 

 普通
ふ つ う

3819349 

 口座
こ う ざ

名義
め い ぎ

：特定非営利活動法人多言語社会
と く て い ひ え い り か つ ど う ほ う じ ん た げ ん ご し ゃ か い

リソースかながわ 
 

ゆうちょ銀行
ぎんこう

     

口
こ う

座
ざ

：00270－2－55771    

口座
こ う ざ

名称
めいしょう

：MIC かながわ 
 
 

～経費
け い ひ

節減
せつげ ん

にご協力
  きょうりょく

のお願
  ね が

い～ 
 

今後
こ ん ご

、MIC からのお知
 し

らせは E メールのみでかまわ

ないという方
かた

で、その旨
むね

まだご連絡
  れんらく

いただいていない

方
かた

は、お手数
  てすう

ですが事務局
じむきょく

までご一報
  いっぽう

願
ねが

います。 

 

ＭＩＣ
み っ く

かながわ 

特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 

多言語
た げ ん ご

社会
しゃかい

リソースかながわ 
 

〒221-0835  横浜市
よ こ は ま し

神奈川区
か な が わ く

鶴屋
つ る や

町
ちょう

    

                3-30-1 農機
の う き

会館
かいかん

503 
 

Tel : 045－314-3368    

Fax : 045－342-7918 

e-mail : mickanagawa@network.email.ne.jp 

URL : http://mickanagawa.web.fc2.com/ 

 

 

 

 

ことばで支
ささ

える  

いのちとくらし 

MICかながわは認定
にんてい

特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

（認定
にんてい

NPO法人
ほうじん

）です。 

寄附
き ふ

は所得税
しょとくぜい

での寄附
き ふ

金
きん

控除
こうじょ

、または税額
ぜいがく

控除
こうじょ

、いずれか有利
ゆ う り

な方
ほう

の適用
てきよう

を受
う

けることが

できます
    

。 

また、神奈川県
か な が わ け ん

にお住まい
 す   

の方
かた

は個人
こ じ ん

県民
けんみん

税
ぜい

の寄附
き ふ

金
きん

控除
こうじょ

の適用
てきよう

も受
う

けることができます。 


